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1. 研究目的 

 VOx や TIOx，NbOx といった遷移金属モノオキ

サイドは NaCl 構造をとる不定比化合物で，酸素

量 x によって異なる物性を示すことが知られてい

る[1]。これらの物質はこれまで巨大単結晶の育

成例が無かったが[1][2]，2019 年に矢野らにより，

原料棒に K2CO3 を混合して Floating Zone 法で

単結晶育成を行うことで，良質な VOx 巨大単結

晶を作製できることが明らかになった。この結果

を受けて，本研究ではその他の遷移金属モノオ

キサイド単結晶の作製や，VO と NbO 混晶系の

物性を調べることを目的とした。 

 

2. 実験方法 

 組成比を遷移金属 M:O=1:1 に調整した原料

棒 に K2CO3 を混 合 し，Ar+H27%雰 囲 気 下 で

Floating Zone 法により単結晶試料を作製した。 

 作製した試料は，劈開面と背面反射ラウエ法

を利用して結晶軸を特定した。電気抵抗率，磁

化率，歪の温度依存性などを測定した。 

 

3. 実験結果と考察 

 図 1 に，作製した遷移金属モノオキサイド単結

晶の歪の温度依存性を歪ゲージによって測定し

た結果を示す。この結果は立方晶の格子定数

の温度依存性，つまり熱膨張率に対応している。

室温における格子定数が Nb>Ti>V であることか

ら，それが熱膨張率の大きさの違いに対応して

いるようにも見えるが，VO1.3 は VO1.0 と比較して

格子定数が大きいにも関わらず熱膨張率も大き

いことから，系の伝導性が熱膨張率に寄与して

いる可能性もある。 

 図 2 に，V1-xNbxO の電気抵抗率を測定した結

果を示す。x≦0.2 では絶縁体的な，x≧0.33 で

は金属的な振る舞いを示すことが明らかになっ

た。Nb 量 x の増加に伴って電気抵抗率は減少

するが，x=0.5 では特異的に電気抵抗率が増加

した。x=0.3 は温度 T によって dρ/dT の符号が

変化しており，金属-絶縁体転移の境界となって

いると考えられる。 

 図 3 に，V1-xNbxO の磁化率を測定した結果を

示す。x≦0.33 では Curie 常磁性，x≧0.7 では

Pauli 常磁性となっており，x=0.5 はその中間のよ

うな状態になっていることが明らかになった。 

 
図 1: 歪の温度依存性 

 
図 2: V1-xNbxO の電気抵抗率 

 
図 3: V1-xNbxO の磁化率 
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